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研究成果の概要（和文）：東京在住のミャンマー少数民族コミュニティを対象に、就労、居住、子育て、高齢者
支援などにおける自助、共助の仕組みや、日本社会とのつながりについて聞き取り調査を行うとともに、ミャン
マー少数民族が共助のプラットフォームとして設立したNPO法人の教育事業（東京都新宿区における成人に向け
た日本語教育及び、子どもを対象としたミャンマー語教育）について参与観察を行い、（１）在日ミャンマー少
数民族の間に、就労、居住、子育て等をめぐる協働及び、日本社会とのネットワーク形成に濃淡がある理由、
（２）NPO法人の活動及び、そこで構築される多民族共生の内実を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：Through this research, found below 2 points.  (1) The reason for the 
difference in employment, housing, and child-rearing among Myanmar ethnic minorities living in Japan
 and the difference in the formation of networks with Japanese society. (2) the activities of their 
Non-Profit Organization and the realities of multi-ethnic symbiosis built there. 
Found through Conducted interview surveys of Myanmar ethnic minority communities living in Tokyo, 
Japan, and participant observation of the educational project of an NPO (Japanese language education
 for adults and Burmese language education for children in Shinjuku Ward, Tokyo).
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今後、増加が予想される在日ミャンマー少数民族に関する研究は皆無に近い。本研究は、在日ミャンマー少数民
族を対象に、それぞれの民族内／民族間の協働の空間及び、日本社会との関わりを比較し、他民族の共生モデル
への援用可能性を見極める試みである点、在日ミャンマー少数民族研究は、従来の移民研究（多民族共生研究）
に難民研究を包摂して考える点において学術的に意義深い。また「多民族間の共生モデル」を提示したことは、
移民に門戸を開くことを避けてきた日本社会に対し、課題の再考を求める問題提起につながる点で社会的意義が
ある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
戦前の中華街の形成、朝鮮人強制連行の歴史まで遡ると移民コミュニティに関する研究の蓄
積は厚い。第二次世界大戦後、220 万人近い朝鮮人、台湾人が在住し「オールドカマー」と呼ば
れる。都市社会学、都市計画、文化人類学などが学際的な研究を重ねてきた。1970 年代以降、
越境してくるインドシナ難民を受入れ、バブル経済以降は「ニューカマー」と呼ばれる移民――
中国人、労働力不足に対応して入国管理法を改正して受入れた移民（日系ブラジル／ペルー人）
が急増した。ニューカマーは、不安定でフレキシブルな労働力として位置づけられ、労働経済学
や社会保障論などの研究対象になった。 
しかし、同時に、その就労／居住先が東京や名古屋などの大都市圏に止まらず、地方都市にも
拡散して移民コミュニティを形成したために、地域社会との間に軋轢を生じた。そのため「多文
化共生」を論点にした研究が果敢に行われた（拙著「多文化社会」西村仁志編著『ソーシャル・
イノベーションが拓く世界』は、1990 年以降の移民コミュニティをめぐる論点整理をしている）。 
但し、それらの研究は、日本社会との関係で「包摂」「同化」「排除」を研究することに軸足が
あった。在日移民コミュニティ間の比較研究、移民コミュニティが「協働する空間（在日経験知
の共有）」の研究は、オールドカマーとニューカマーの関係を分析した、高智富美「マルチエス
ニック・コミュニティにおける民族関係とエスニシティ―大阪府八尾市を事例として」『フォー
ラム現代社会学』や、有用な理論的枠組みを提供する、谷富夫『民族関係の都市社会学―大阪猪
飼野のフィールドワーク』（ミネルヴァ書房）があるが蓄積は乏しい。 
本研究が対象とするミャンマーは、100 以上の民族で構成される多民族国家。1962 年に軍事
クーデターが起き、独自の社会主義路線を歩んだ。1987 年には国連に最貧国に認定された。政
治難民、経済移民が急増し、日本に移住したミャンマー移民は約 1 万人といわれる。日本にお
けるミャンマー移民に関する研究はビルマ族を中心に行われ、他の少数民族に関しては蓄積が
薄い（CiNii、龍谷大学蔵書検索システム、国立国会図書館蔵書検索システムなどで調べた）。三
浦純子「日本における難民の受入れと社会統合 : タイ難民キャンプからのカレン族を事例に」
『立命館平和研究』は、難民キャンプから来日したカレン族の着地期の研究である。また着地期
以降をめぐっては、梶村美紀による「日本定住ビルマ人のネットワーク形成過程：少数民族グル
ープとビルマ民族の連帯を事例として」『大阪経済法科大学アジア太平洋研究センター年報』が
あるが、日本社会とのネットワーク構築に関するものではなかった。本研究はポスト着地期以降
の、在日ミャンマー移民コミュニティ研究であった。 
 
２．研究の目的 
人口減少下、労働力不足に直面し外国人受入れが喫緊の政策課題になる。越境してくる家族連
れ移民の増加は移民コミュニティをモザイク状に形成し、地域社会と軋轢を生む。従前の移民社
会研究は「多文化共生」を課題に掲げ、実際は＜日本社会 vs.個々の移民コミュニティ＞研究で
あった。 
本研究では、在日ミャンマー少数民族の事例研究を通し、既往研究を補完する。すなわち、在
日ミャンマー少数民族の間に、1）就労、居住、子育て等をめぐる協働、及び日本社会とのネッ
トワーク形成に濃淡があるのはなぜか、2）それぞれの少数民族が獲得した在日経験知を共有す
る「ミャンマーネットワーク」づくりが進展しているが、そこで構築される多民族共生はどのよ
うなものか――の解明を通し、内なる国際化――多民族社会を複眼的に研究することを目指し
た。 
 
３．研究の方法 
 2017年度は、調査対象都市として東京都新宿区を中心としたカチンの集住エリアを選定した。 
エスニックコミュニティのリーダーの協力を得て研究会を組織した。 
調査内容としては、在日カチンコミュニティを対象に、就労、居住、子育て、高齢者支援など
における自助、共助の仕組み、日本社会とのつながりについて聞き取り調査を実施するとともに、
カチンの集住する東京都新宿区等において、地方自治体の担当者、自治会組織等にカチンの定住
に関する聞き取り調査を行った。また、2012 年に、日本で暮らすミャンマー7少数民族が協働し
て設立した NPO 法人の活動について参与観察を行った。 
2018 年度は、調査対象都市として東京都豊島区を中心としたモンの集住エリアを選定し、在
日モンコミュニティへの聞き取り調査を行った。海外現地調査として、ミャンマーカチン州にお
いてカチンの状況を調査した。 
 2019 年度は、NPO 法人における参与観察を続けるとともに、2017、2018 年度に実施した聞き
取り調査を突き合わせ、ミャンマー少数民族の多民族共生像を明らかにした。特に民族内／間の
協働と日本社会とのつながりに関する成功要因と課題を分析し、学術誌（『ソーシャル・イノベ
ーション研究』）に研究成果を投稿した。  
2020 年度は、コロナ禍のため最終の調査を行うことができず学術誌（『ボランティア学研究』）
へ研究成果を投稿した。 



2021 年度は、コロナ禍のため最終の調査を行うことができず研究成果を国際ボランティア学
会学術大会において口頭発表した。 
2022 年度は、コロナ禍を踏まえたミャンマー少数民族コミュニティの変容についてヒアリン
グ調査を行った。 
 
４．研究成果 
 東京在住のミャンマー少数民族コミュニティを対象に、就労、居住、子育て、高齢者支援など
における自助、共助の仕組みや、日本社会とのつながりについて聞き取り調査を行うとともに、
ミャンマー少数民族が共助のプラットフォームとして設立した NPO 法人の教育事業（東京都新
宿区における成人に向けた日本語教育及び、子どもを対象としたミャンマー語教育）について参
与観察を行い、（１）在日ミャンマー少数民族の間に、就労、居住、子育て等をめぐる協働及び、
日本社会とのネットワーク形成に濃淡がある理由、（２）NPO 法人の活動及び、そこで構築され
る多民族共生の内実を明らかにすることができた。 
今後、増加が予想される在日ミャンマー少数民族に関する研究は皆無に近い。本研究は、在日
ミャンマー少数民族を対象に、それぞれの民族内／民族間の協働の空間及び、日本社会との関わ
りを比較し、他民族の共生モデルへの援用可能性を見極める試みである点、在日ミャンマー少数
民族研究は、従来の移民研究（多民族共生研究）に難民研究を包摂して考える点において学術的
に意義深い。また「多民族間の共生モデル」を提示したことは、移民に門戸を開くことを避けて
きた日本社会に対し、課題の再考を求める問題提起につながる点で社会的意義がある。 
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